
広報ひの

　

市
町
村
合
併
問
題
で
自
立
存
続

を
選
ん
だ
日
野
町
―
。
こ
れ
か
ら

の
自
立
に
向
け
、
住
民
説
明
会
を

各
会
場
で
始
め
ま
し
た
。

　

初
日
の
７
月
６
日
は
、
上
本
郷
、

榎
市
、
小
原
、
別
所
の
自
治
会
を

対
象
に
上
本
郷
公
会
堂
で
開
き
ま

し
た
。

　

梅
林
町
長
、
佐
々
木
議
長
ほ
か

町
執
行
部
、
議
員
ら
が
出
席
し
、

単
独
存
続
決
定
ま
で
の
経
過
や
将

来
の
財
政
推
計
、
自
立
に
向
け
た

ま
ち
の
推
進
体
制
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

梅
林
町
長
は
「
自
立
に
向
け
て

住
民
の
皆
さ
ん
と
模
索
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
参
画
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

住
民
説
明
会
は
、
７
月　

日
ま
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で
町
内
全
７
会
場
で
行
う
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
は
、
単
独
自
立
に
向
け
自

立
政
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、
ま

ち
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

事
務
内
容
や
事
業
の
再
点
検
を
始

め
、
組
織
や
財
政
改
革
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
プ
ラ
ン
（
計
画
）
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
言
を
取
り

入
れ
、
行
政
主
体
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
大
胆
な
改
革
を
目
指
す

た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
し

て
も
ら
う
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

地
域
づ
く
り
や
財
政
な
ど
に
関

す
る
総
務
部
門
、
福
祉
関
係
や
教

育
文
化
な
ど
に
関
す
る
福
祉
・
教

育
部
門
、
生
活
基
盤
や
農
業
、
商

工
関
係
な
ど
に
関
す
る
産
業
部
門

で
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
素
案
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

現
在
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広報ひの

合併に向かう道は閉ざされ、まちは自立の道を選びました。

６月 11日には、自立政策推進本部を設置。７月６日には、第１回目

の住民説明会を開き、これからのまちづくりの方針を説明するなど自

立に向けて歩み出しました。

まちづくり推進委員

▼
募
集
人
員　
　

人
程
度

10

①
総
務
部
門
②
福
祉
・
教
育

部
門
③
産
業
部
門
（
各
部
門

ご
と
に
３
人
程
度
、
各
分
野

に
分
か
れ
て
、
事
務
事
業
へ

の
提
言
や
評
価
、
行
財
政
改

革
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
プ

ラ
ン
（
計
画
）
の
作
成
に
携

わ
り
ま
す
）

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
の

　

歳
以
上
の
人
で
、
定
期
的

18に
開
く
定
例
会
（
平
日
の
夜
）

に
参
加
で
き
る
人

▼
任
期　
　

月　

日
ま
で

12

31

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙

（
７
月
５
日
全
戸
配
付
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
て
役
場

企
画
振
興
課
ま
た
は
黒
坂
支

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
し
め
切
り

　

７
月　

日
（
金
）

30

【
問
合
せ
先
】
自
立
政
策
推

進
室
（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

72

まちの財政推計やこれからの政策などが説明された資料を見る参加者

単
独
を
決
め
た
そ
の
理
由
と

今
後
の
政
策
を
説
明

住
民
参
画
を
推
進

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

22


